
年末・年始の

し尿収集休業日

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的

人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す

る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第
３

回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
、
今
年
で
採
択
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
関
係
機
関
な
ど
の
協

力
を
得
て
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

●
強
調
事
項

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
寒
さ
も
増

し
て
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
油
を
こ
ぼ

し
た
り
、
多
量
に
流
し
て
し
ま
っ
た

り
し
て
、
川
に
油
が
流
出
す
る
事
故

が
増
え
て
き
ま
す
。

　

菊
池
市
で
は
、
河
川
な
ど
へ
の
油

流
出
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
質
事
故
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
重
大
な
事
故
に
な
り
や
す
く
、
環

境
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
原
状
回
復
を
行
う
費
用
は

原
因
者
の
負
担
と
な
り
、
相
当
の
費

用
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
油
類

の
使
用
は
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

主
な
油
事
故
の
原
因

給
油
中
の
ミ
ス　

目
を
離
し
た
隙
に

油
が
あ
ふ
れ
た
。

給
油
バ
ル
ブ
な
ど
の
ミ
ス　

ド
レ
ン

バ
ル
ブ
を
閉
め
な
い
ま
ま
給
油
し
た
。

　
一
六
一
五
（
元
和
二
）
年
後
金
（
清
）

が
台
頭
し
、
一
六
四
四
（
正
保
二
）
年

に
は
、
明
は
清
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
明
の
遺
臣
た
ち
は
、
祖
国
の

回
復
に
尽
力
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
国こ
く
せ
ん
や

姓
爺
合

戦
」
で
有
名
な
鄭て
い
せ
い
こ
う

成
功
（
一
六
二
四
〜

六
二
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
菊
池
に

明
の
遺
臣
袁
宏
道
（
生
歿
不
詳
）
が
伝

授
し
た
挿
花
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
蓮
如
上
人
と
の
お
出
会
い
か
ら

五
百
年
を
迎
え
た
西
覚
寺
」
は
、
菊
池

市
立
石
の
「
西
覚
寺
」
の
歴
史
と
歴
代

住
職
の
事
績
を
記
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
中
に
、
当
寺
に
保
管
さ
れ
た
袁
宏
道

が
記
し
た
大
明
神
宗
皇
帝
万
暦
四
十
五

（
一
六
一
七
、
元
和
三
）
年
の
『
東と
う
さ槎

日に
ち
ろ
く録
』（
写
本
が
）、
中
嶋
差
雲
斎
著
述

の
「
袁
中
郎
挿
花
口
伝
秘
受
相
伝
并
聞

書
」
や
関
係
古
文
書
な
ど
の
一
部
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
者
に
よ
る
と
、『
東
槎
日
録
』
は

「
九
世
了
定
（
一
七
〇
六
〜
九
〇
）
の

時
、
袁
宏
道
が
清
国
兵
に
追
わ
れ
、
更

衣
も
せ
ず
、『
宏
道
流
の
奥
伝
』
を
大

切
に
肌
身
に
巻
き
、
汗
と
汚
れ
に
ま
み

れ
、
虱し
ら
みに
た
か
ら
れ
て
、
逃
亡
の
悲
惨

な
旅
を
続
け
た
記
録
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、歴
史
的
な
整
合
性
か
ら
、

お
そ
ら
く
一
〇
〇
年
前
の
四
世
常
円
了

通
（
一
五
九
九
〜
？
）
の
頃
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
袁
中
郎
挿
花
口
伝
秘
受

相
伝
并
聞
書
」
に
は
、
正
し
い
「
挿

花
」
の
説
明
と
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
菊
池
市
内
立
石
の
「
西

覚
寺
」
本
堂
左
脇
に
、
明
治
三
十
三

（
一
九
〇
〇
）
年
九
月
建
立
の
「
宏

道
挿
花
紀
念
碑
」
に
あ
る
「
我
菊
池

郡
挿
花
ノ
濫ら
ん
し
ょ
う觴
ヲ
尋
ル
ニ
、
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
三
月
、

と
ん
だ
ん灘
渋
江
氏・

高
千
穂
微
雲
斎
（
良
勤
、
一
七
八
五
〜

一
八
四
六
）・
中
島
差
雲
斎
（
庄
左
右

衛
門
か
）ノ
三
氏
、宮
坂
先
師（
甲
斐
守
）

ニ
従
ヒ
、
挿
花
ヲ
学
ヒ
シ
ヨ
リ
、
微
雲

斎
同
門
ヲ
指
揮
シ
テ
漸
盛
ナ
リ
」（
筆

者
註
）
や
古
文
書
の
内
容
と
一
致
、
そ

の
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
江
戸
初
期
に
伝
わ
っ
た
袁
宏
道
の
華

道
（「
宏
道
流
挿
花
」）
が
、
江
戸
中
・

後
期
に
、「
西
覚
寺
」
を
中
心
に
菊
池

の
文
化
人
の
間
で
盛
ん
に
流
行
し
、
今

日
も
存
続
す
る
流
派
の
ひ
と
つ
で
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
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ズ
㉙

人
権
同
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育
シ
リ
ー
ズ

第　

回
人
権
週
間　

月
４
日
（
木
）
〜　

月　

日
（
水
）

世
界
人
権
宣
言　

周
年

43

育
て
よ
う  

一
人
一
人
の  

人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

60

60

12

12
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「宏道流挿花」の書籍類（西覚寺蔵）

　西部市民センターでは、市民一人ひとりが人
権問題について理解を深め、自らの意識を見つ
め直し、自らを啓発していくことを目的に、講
演会を開催します。
　市民の皆さんの多数の参加を、お待ちしてい
ます。
と　き　12月 18日（木）午後７時～
ところ　西部市民センター
講　師　等覚寺住職
　　　　泗水康一氏
演　題
　「私もあなたも尊いいのち」
問い合わせ先
　西部市民センター

問い合わせ先  ☎（23）1155
夢 美 術 館 情 報

●第４回　夫婦の手紙・絵手紙展
期間 :11 月 22日（土）～平成 21年 1月 26日（月）
　全国から応募された「手紙、絵手
紙」を展示します。
　 面と向かっては言えない言葉、
想いを手紙や絵手紙にしました。胸
にジンと迫る手紙や思わず笑顔がこ
ぼれる絵手紙。今年も力作が集まり
ました。
休館日　12月 30日（火）
開館時間　午前 9時～午後 6時
年末・年始の開館時間
• 12月 31日（水）　午前９時～午後４時
•１月１日（元日）　午前９時～午後５時
•１月２日（金）　午前９時～午後５時
•１月３日（土）　午前９時～午後６時※通常開館

　年末・年始のし尿収集の業務休業日は、12
月 28日（日）～１月４日（日）となります。
　菊池市では、月に１回のし尿収集を計画的に
行うことが原則となっています。収集予定日が
休業日にあたる地域では、予定日の前後に調整
して収集を行います。
　また、計画収集期間以外で緊急に収集が必要
な場合、12 月 24 日（水）午後５時までに電
話依頼があった分に関しては、12月 27日（土）
までに収集します。
　なお、緊急時以外は通常の計画で収集します。
電話依頼先
•菊池、七城、旭志、泗水（※富の原北区のみ）
　（有）旭衛生舎　☎（24）2181
•泗水（※富の原北区を除く）
　（株）セイブクリーン［旧菊池西部衛生（有）］
　☎ 096（242）0059
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　�（24）6630

墨心会　川中菊代
期間:12月２日（火）
　　　　　　～12月14日（日）
 泉雄一先生のご指導の下、わきあ
いあいの中で絵心を楽しみながら描
きました。どうぞご来場ください。

墨心会水墨画展

　農地の売買や貸し借り、
転用（宅地ほか）などに
ついて、次のとおり相談日を設けます。相談は、
地元農業委員および農業委員会職員がお受けしま
す。どんなことでも結構です。お気軽にご相談く
ださい。
問い合わせ先　農業委員会

配
管
な
ど
の
破
損

•
作
業
中
に
油
用
配
管
を
傷
つ
け
た
。

•
配
管
が
腐
食
し
、
穴
が
空
い
て
い

る
の
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

不
法
投
棄　

不
要
に
な
っ
た
油
を
川

に
捨
て
た
。

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
・
・
・

○
給
油
す
る
と
き
は
目
を
離
さ
な

い
。

○
バ
ル
ブ
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認

す
る
。

○
油
の
量
を
確
認
す
る
。
油
の
減
り

が
い
つ
も
よ
り
多
い
場
合
は
、
配

管
か
ら
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す

る
。

○
作
業
時
に
は
配
管
な
ど
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

○
不
要
に
な
っ
た
油
は
処
理
業
者
に

処
理
を
依
頼
す
る
。

○
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
・
・
・

　

た
だ
ち
に
消
防
、
市
役
所
、
警
察

署
な
ど
に
連
絡
し
、
指
示
を
受
け
な

が
ら
、
土
の
う
な
ど
で
油
の
拡
散
を

防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
機
関

•
菊
池
市
役
所
環
境
課
、
各
総
合
支

所　

☎
（
25
）
７
２
１
７

•
菊
池
広
域
連
合
北
消
防
署

　

☎
（
25
）
３
０
５
３

•
菊
池
広
域
連
合
西
消
防
署

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
１
１
５

•
菊
池
警
察
署

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

•
熊
本
県
菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
３
５

写友さくら　鶴長広志
期間:12月16日（火）～平成21年１月18日（日）
　今回、私たちは季節の宝を素材にした写真作品を集め
てみました。ぜひともご覧ください

三つ巴写真展

年末・年始の休館日・開館時間
•12月29日（月）～１月３日（土）　休館日
•１月４日（土）　午前９時～午後５時※通常開館

と　き ところ
12月５日（金）
 午前９時～正午
 午後１時～午後４時

本庁農業委員会

12月 10日（水）
 午前９時～正午

旭志総合支所
産業振興課

「人権啓発講演会」を開催します
入場無料

農地相談日

袁え
ん　

宏こ
う
ど
う道

　
明
の
遺
臣
の

伝
え
た
挿
花オイルフェンスの設置訓練

油
の
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

平成20年度人権週間
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